
『
中
国
百
科
検
定
』
は
「
日
中
両
国

の
関
係
改
善
の
た
め
に
は
、
ま
ず
相
手

国
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
」

と
の
強
い
思
い
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

中
国
語
の
能
力
で
は
な
く
、
中
国
の
歴

史
・
地
理
・
政
治
経
済
・
文
化
等
、
多

方
面
の
知
識
を
問
う
、
日
本
で
も
極
め

て
ユ
ニ
ー
ク
な
検
定
試
験
で
す
。

２
０
１
４
年
３
月
、
東
京
・
大
阪
・

福
岡
の
３
会
場
で
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、

３
６
６
人
が
３
級
（
も
の
し
り
コ
ー
ス
）

を
受
験
し
ま
し
た
。

第
２
回
は
２
０
１
５
年
９
月
に
開
催

さ
れ
、
会
場
を
全
国
各
地
（
32
カ
所
）

に
広
げ
、
２
級
（
中
国
通
コ
ー
ス
）
を

新
設
、
受
験
者
は
４
７
４
人
ま
で
増
え

ま
し
た
。

２
０
１
７
年
３
月
実
施
の
第
３
回
で

は
１
級
（
百
科
老
師
コ
ー
ス
）
を
新
設

し
、
こ
れ
で
全
３
コ
ー
ス
が
そ
ろ
う
と

と
も
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
が
後
援
に
加
わ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
国
国
家
観
光
局
と
中
国

日
本
友
好
協
会
が
春
秋
航
空
と
と
も
に

協
賛
に
入
り
、
成
績
優
秀
者
に
対
し
て

招
待
旅
行
や
往
復
航
空
券
な
ど
の
副
賞

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は"

草
の
根
運
動"
と
し
て

の
当
検
定
の
意
義
が
認
め
ら
れ
た
結
果

と
も
言
え
ま
す
。

今
年
３
月
の
第
４
回
検
定
試
験
で
は
、

新
た
に
分
野
別
の
「
特
級
」
を
新
設
し

１
級
合
格
者
の
要
望
に
応
え
ま
し
た
。

第
５
回
中
国
百
科
検
定
は
12
月
に
実

施
予
定
で
す
。
今
回
か
ら
「
初
級
」
コ
ー

ス
が
新
設
さ
れ
、
中
国
に
特
別
関
心
が

な
い
人
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
な
知
識

で
、
小
・
中
学
生
も
受
験
で
き
る
レ
ベ

ル
で
す
。
受
験
対
象
者
を
思
い
き
っ
て

広
げ
、
支
部
や
グ
ル
ー
プ
が
「
中
国
を

知
る
学
習
会
」
を
企
画
し
、
役
員
や
会

員
が
積
極
的
に
受
験
し
ま
し
ょ
う
。

大
阪
会
場
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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第
５
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中
国
百
科
検
定

12
月
に
実
施

ユ
ネ
ス
コ
協
会
や
春
秋
航
空
が
支
援
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城
北
支
部
準
備
会
は
８
月
19
日
会

員
相
互
交
流
「
納
涼
の
つ
ど
い
」
を

催
し
、
会
員
で
な
い
人
も
含
め
16
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
西
恵
美
子
さ
ん
と
松

尾
で
進
行
し
、
支
部
結
成

準
備
会
の
佐
藤
倫
理
さ
ん

が
世
話
人
を
代
表
し
て
、

こ
の
間
の
取
り
組
み
を
報

告
し
、
城
北
地
域
の
会
員

で
つ
ど
え
た
こ
と
が
う
れ

し
い
と
開
会
の
あ
い
さ
つ

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

府
連
か
ら
山
本
恒
人
副

会
長
が
、
「
最
近
の
中
国

の
政
治
経
済
情
勢
」
ミ
ニ

学
習
と
こ
の
間
の
大
阪
府
連
の
取
組

み
紹
介
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

て
わ
か
り
や
す
く
報
告
。
渡
辺
武
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
、
事
務
局
の
準
備

し
た
酒
肴
を
つ
ま
み
な
が
ら
し
ば
し

歓
談
。

場
が
な
ご
ん
で
き
て
、
参
加
者
の

自
己
紹
介
を
「
私
と
中
国
、
私
と
日

中
友
好
協
会
」
や
協
会
へ
の
要
望
、

学
習
会
の
質
問
も
織
り
交
ぜ
て
お
こ

な
い
ま
し
た
。
知
り
合
い
に
勧
め
ら

れ
た
入
会
の
き
っ
か

け
や
、
文
革
時
の
活

動
な
ど
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

「
全
員
が
発
言
し
、

お
客
を
つ
く
ら
な
い
」

活

動

の

基

本

に

、

「
百
科
検
定
」
の
学

習
会
な
ど
地
域
で
の

活
動
実
績
を
重
ね
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
知
り
合

い
に
声
を
か
け
、
仲

間
増
や
し
を
旺
盛
に

進
め
、
来
年
の
全
国
大
会
ま
で
に
支

部
を
結
成
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

支
部
結
成
準
備
会
役
員
体
制
、
運

営
要
項
が
承
認
さ
れ
、
支
部
の
呼
称

も
「
じ
ょ
う
ほ
く
」
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
「
つ
ど
い
」
で
３
名
の

会
員
が
増
え
ま
し
た
。
（
松
尾

豊
）

「
納
涼
の
つ
ど
い
」
で
３
名
入
会
城
北
支
部

過去の歴史を正面から見据え、同じ過ちを繰り返さない

ために、中国侵略の象徴である「南京大虐殺」の事実を明

らかにしていこうと取り組んでいます。参加協力費500円

９月29日（土）１時半 国労大阪会館大会議室

記念講演「南京大虐殺その時大阪では？」

塚崎昌之さん（元府立高校社会科教員）

第３回市民公開講座 いまに続く戦争の惨禍！

堺支部は第３回市民公開講座を開きます。調査・治療・

支援に関わった中川元小児科医師が映像で報告します。

９月30日（日）１時半 堺市立国際交流プラザ

堺市役所北側・堺東EH第３ビル ６階大会議室

資料代５００円

日本軍が遺棄した毒ガスの現状
南京の記憶をつなぐ会

中国語講座

無料入門レッスン

① 9/27（木）18：30～

② 9/29（土）10：00～

会場：大阪府連教室
初心者を対象とした講座で、

定員は各回１４名です。

第１０９期中国語講座は

１０月１日（月）から

西日本豪雨被災者への

支援募金のお願い

日中友好協会が訴えた

「募金」に、役員を中心に

寄せられた第一次分として

本部に送金しました。すで

にご協力されておられると

思いますが、府連事務所ま

でお届けいただければ本部

に送金します。



管
理
棟
か
ら
出
て
き
た
の
は
日
本
人

僧
侶
で
は
な
か
っ
た
。
管
理
を
任
さ
れ

て
い
る
近
く
の
人
ら
し
い
。
こ
の
管
理

棟
は
、
中
島
龍
太
郎
氏

の
「
入
唐
見
聞
録
」
に

よ
れ
ば
「
遍
照
閣
と
い

う
僧
房
」
と
の
こ
と
。

「
你
好
！
」
と
挨
拶
す

る
。
汪
敏
さ
ん
が
私
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話
し

て
く
れ
た
。
す
る
と
、

管
理
人
さ
ん
は
、
記
念

堂
を
開
け
て
く
れ
る
と
言
う
。
思
わ
ぬ

こ
と
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

と
日
本
語
で
言
っ
て
お
堂
に
入
っ
た
。

中
に
は
、
遣
唐
使
船
の
模
型
、
空
海

記
念
堂
の
パ
ノ
ラ
マ
図
、
弘
法
大
師
空

海
の
掛
け
軸
、
高
野
山
高
校
の
研
修
訪

問
団
の
「
日
中
友
好
」
記
念
旗
、
空
海

の
立
像
、
曼
荼
羅
図
な
ど
が
展
示
し
て

あ
っ
た
。
空
海
の
立
像
の
前
で
は
思
わ

ず
合
唱
し
た
。

祈
念
堂
は
博
物
館
の
よ
う

祈
念
堂
の
外
観
は
お
寺
で
あ
っ
た
が
、

内
部
は
寺
と
い
う
よ
り
も
博
物
館
の
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で

あ
る
。
前
述
の
中
島
氏
に
よ
れ
ば
「
空

海
祈
念
堂
は
、
お
寺
と
言
え
ば
お
寺
な

の
で
す
が
、
社
会
主
義
の
中
国
で
は
体

制
上
、
外
国
人
に
よ
る
宗
教
活
動
を
認

め
て
お
り
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
こ
と
だ
。

祈
念
堂
の
建
設
や
長
期
滞
在
は
様
々
な

ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

毎
年
、
日
本
か
ら
訪
問
団

い
つ
の
間
に
か
小
学
生
た
ち
は
い
な

く
な
っ
て
い
た
。
午
後
の
授

業
が
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
緒
に
見
学
し
て
い
ろ
い
ろ

話
し
た
か
っ
た
の
で
残
念
だ
っ

た
。
管
理
人
さ
ん
は
、
「
今

年
、
こ
の
記
念
堂
を
訪
ね
て

き
た
日
本
人
は
あ
な
た
が
初

め
て
。
」
「
も
う
少
し
す
る

と
日
本
か
ら
訪
問
団
が
や
っ

て
来
る
。
毎
年
や
っ
て
来
る
。
」
一
つ

一
つ
丁
寧
に
見
学
し
て
、
お
礼
を
言
っ

て
祈
念
堂
の
外
に
出
る
。

空
海
は
中
日
友
好
の
先
駆
、

赤
岸
は
中
日
友
好
の
経
地

祈
念
堂
の
裏
側
に
「
空
海
入
唐
之
地

―
赤
岸
」
の
見
出
し
で
始
ま
る
歴
史
が

書
か
れ
た
石
板
が
あ
っ
た
。

『
唐
貞
元
二
十
年
（
八
零
四
年
）
日

本
高
僧
空
海
乗
遣
唐
使
船
入
唐
求
法
―

略
―
漂
着
「
福
州
長
渓
県
赤
岸
鎮
已
南

海
口
」
幸
荻
我
当
地
官
民
救
援
、
滞
留

四
十
一
天
后
、
水
陸
兼
程
発
長
安
、
留

学
二
年
、
「
日
本
文
化
史
之
人
杰
、
中

日
友
好
之
先
駆
」
赤
岸
、
遂
縁
施
為
恩

徳
、
被
奉
為
日
本
佛
教
、
中
日
友
好
之

一
方
「
経
地
」
―
略
―
』

や
は
り
、
こ
の
地
は
日
中
友
好
の
歴

史
的
な
地
で
あ
っ
た
。

（
堺
支
部
長

浅
田
勝
美
）
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空
海
の
初
上
陸
地
「
赤
岸
鎮
」
へ

福
建
省
赤
岸
鎮

空
海
祈
念
堂
訪
問
記

③

具
現
展
に
き
り
え
ジ
ャ
ン
ル
が
設

け
ら
れ
た
の
は
１
９
７
５
年
、
加
藤

義
明
氏
を
会
員
に
迎
え
て

の
こ
と
で
し
た
。
「
き
り

え
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
」
を

目
指
し
て
い
た
加
藤
氏
に

と
っ
て
願
っ
て
も
な
い
こ

と
で
し
た
。
以
来
44
年
、

今
年
も
前
田
尋
の
50
号
と

30
号
を
始
め
、
他
３
人
の

30
号
ク
ラ
ス
の
大
作

、
計
８
点
が
大
阪
市
立
美

術
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
少
し

少
な
い
も
の
の
、

具
現
展
の
顔
と

し
て
の
一
面
を
現
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
８
年
に
日
中
友
好
協
会
大

阪
府
連
で
、
加

藤
氏
が
初
め
て

の
き
り
え
講
座

を
催
し
て
、
今

年
は
50
年
の
節

目
で
す
。
さ
ら

に
充
実
し
て
い

く
事
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
前
田
尋
）

10
月
17
日(

水)

～
21
日(

日)

10
時
か
ら
５
時

大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

地
下
鉄
・
天
六

３
番
出
口

第
56
回
具
現
展
に
き
り
え
並
ぶ

奈
良
・
大
阪
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の

会
25
名
は
、
８
月
23
日
か
ら
６
日
間
、

ハ
ル
ビ
ン
、
ジ
ャ
ム
ス
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
方
正
へ
、

日
本
人
公
墓
（
国
交
回
復
前
１
９
６

３
年
中
央
政
府
。
周
恩
来
元
総
理
等

の
は
か
ら
い
で
建
立
）
に
て
全
員
で

黙
祷
し
ま
し
た
。

25
日
は
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
墓

前
お
よ
び
表
敬
訪
問
で
す
、
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
ま
ず
ジ
ャ

ム
ス
烈
士
陵
園
の
共
通
の
碑
へ
献
花
・

黙
祷
し
、
長
谷
川
テ
ル
・
劉
仁
の
墓

前
へ
向
か
い
ま
し
た
。

長
谷
川
テ
ル
墓
園
記
念
式
典
で
は

献
花
・
黙
祷
に
続
き
、

宮
城
団
長
が
呼
び
か

け
る
よ
う
に
代
表
挨

拶
さ
れ
、
柳
琳
・
中

国
佳
木
斯
外
事
弁
公

室
副
主
任
は
本
日
を

平
和
の
学
び
の
場
と

し
て
、
中
日
友
好
の

永
遠
の
た
め
に
歩
み

ま
し
ょ
う
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

作
詞
作
曲
、
ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
、

「
希
望
の
鳩

ベ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ

長

谷
川
テ
ル
の
歌
」
を
当
人
で
あ
る
ケ

イ
・
ジ
ュ
ガ
ー
さ
ん
が
、
日
本
か
ら

持
っ
て
き
た
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ュ
ッ

ク
と
そ
れ
に
加
え
て
塩
田

朝
子
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
演

奏
の
も
と
、
日
本
語
・
中

国
語
を
交
え
て
熱
唱
し
て

い
た
だ
き
、
参
加
者
一
同

の
心
に
響
く
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
平
和
を

守
り
、
憲
法
９
条
を
守
る

こ
と
を
お
誓
い
し
て
終
え

ま
し
た
。

佳
木
斯
人
民
政
府
表
敬

訪
問
で
は
親
し
く
懇
談
、

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
の
一
民
間
団
体
へ
丁
重
な
対
応

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

う
と
同
時
に
、
加
害
の
反
省
と
二
度

と
再
び
過
ち
を
繰
り
返
し
て
な
ら
な

い
と
心
に
刻
み
ま
し
た
。
（
平
松
悦
雄
）

空海入唐の地ー赤岸ー

日
中
不
再
戦

長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
旅
へ

墓
前
で
「
希
望
の
鳩
」
を
熱
唱

第
41
回
全
大
阪

き
り
え
美
術
展

丹波冬色


